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巻頭言　高校数学と線型代数
永井　礼正

1 線型代数の思い出
線型代数との出会いは，中学生の頃で高校数学の内容は知らなかった．
ガロア理論を知りたいと思って，大きな書店に通った．二冊の著作：矢ヶ部

巌「数学 III 方式ガロアの理論」とアルティン「ガロア理論入門」とが目立って
いた．前者は高校数学との接続への配慮が感じられたがそもそも高校数学を知ら
なかった．また，ガロアの理論（ガロアのオリジナル）の解説されているという
雰囲気があったが，表現に冗長さを感じた，一方，後者はガロアのオリジナルの
理論から，デデキント，シュタイニッツを経て，アルティンによりその形式が書
き換えられたものであり簡素にまとめられていた．後者は数学の教員から名著で
あると勧められた．
結局，後者を紐解くことになるのだが，その第一章が線型代数であった．連立

一次方程式の理論を織り交ぜながら，線型代数を展開してゆく形式であり，線型
代数は連立一次方程式の理論なのだな．と，思っていた．
その頃，線型代数をちゃんと勉強しようと思い，合わせて佐武一郎「線型代数

学」を鞄に忍ばせていた．こんな出会い方をしたため，高校数学より線型代数と
の付き合いは古い．

2 線型代数の構造
一般に，何らかの構造を持つ集合を「空間」と呼ぶ．線型構造を持つ集合である
から「線型空間」と呼ばれる．
高等学校では，「自由ベクトル（物理的ベクトル）」，「束縛ベクトル（位置ベク

トル）」，「数ベクトル（成分表示）」と学び進むが，線型空間は初等教程には取り
上げられておらず，学ぶ機会は少ないであろう．
大学の教程で初めて公理的取り扱いを学び，多くの大学生は戸惑うようだ．線

型代数は，その構造により概ね次元によらず，イメージが描きにくいという．ま
た，線型写像との線型構造の「双対性」も悩ましいらしい．

3 高校数学
高等学校における数学にもこの「双対性」が様々な処に潜んでいる．そんな視点
から，線型代数の公理的取り扱いから，高校数学をもう一度見つめ直して欲しい．
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